
☆｢起業家精神｣は、起業家になってから発揮するものではありません。 

ｻﾗﾘｰﾏﾝの時から、ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄのときでも、｢起業家精神｣を発揮していた人だけが起業家として成功するのです。 

「起業家精神」は「ｻﾗﾘｰﾏﾝ根性」と対比すると、その違いがよく理解できます。 
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「雇われ社長」にも「ｻﾗﾘｰﾏﾝ根性」はある。 

ｻﾗﾘｰﾏﾝ根性(の人） 

両者の違いが 

顕著に表れる 

項目 

ｻﾗﾘｰﾏﾝでも「起業家精神」のある人はいる。 

起業家精神(のある人） 
仕事をするのは「安定した生活」をおくるため。 

仕事とは「仕方なくやらねばならない」こと 

仕事観 

（仕事とは） 

仕事をするのは「充実した人生」をおくるため。 

仕事とは「本気になればなるほど面白い」こと。 

安定して毎月の給料が貰えるところ。 

自分にいつも仕事を与えてくれるところ。 

会社観 

（会社とは） 

自分で起業するためのﾁｬﾝｽを掴めるところ。 

将来の起業に必要な知識、経験を積むところ。 

「公務員」「上場企業」「老舗企業」「堅実な会社」の中

から知名度、安定度、待遇条件面、将来性で探す。 

（↑を踏まえた） 

就職先の探し方 

｢面白そうな会社」「成長性のある会社」｢注目企業｣

の中から、創業者、自由度、職場風土で探す。 

「一生ｻﾗﾘｰﾏﾝでいたい」と思っていた。 入社時の意識 「いつかは自分で起業したい」と思っていた。 

特にない。あっても言わない（外れたとき困るから） 

上司に恵まれさえすればどこでもいい。 

入社後の 

配属先への希望 

希望先がある。早くから広言しておく。 

絶対に嫌だという所に配属されたら辞めることも。 

上司には「嫌われたくない」と思っている。 

表だっては逆らわないようにしている（陰では別）。 

直属上司 

への態度 

上司には率直にものを言う。 

尊敬できない上司、無能な上司には冷たい。 

仕事の成果には「運不運や部門事情」があるのだから 

固定給、年齢給、勤続給、各種手当、全社的な利益は

一律に、均等に、支給して欲しい。 

 

仕事と報酬 

個々人の実績、貢献度には著しい差があるのだから

できるだけ格差をつけて欲しい。納得できる方法が

あるなら成果に応じた配分を大きくして欲しい。 

社内での自分の評価（上司･先輩･職場全体･女子社員） 

同期生のなかでの「差」（昇進･年収･仕事のﾚﾍﾞﾙ） 

社内での 

関心事 

会社の将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ、社長の経営方針、戦略戦術。 

新分野への進出、新規事業の計画、新商品ﾌﾟﾗﾝ。 

他社の給与、ﾎﾞｰﾅｽ、昇進事情、社外交流会。 社外の関心事 業界の将来性、ﾗｲﾊﾞﾙ企業の動向、ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業。 

「うちがつぶれるわけがない」と思い込んでいる。 

「まだまだ大丈夫だ」と安心しきっている。 

危機感の有無 ｢うちだって危ない」という意識は常に持っている。 

「こんなことじゃﾀﾞﾒだ」という危機感がある。 

失敗したら自分の評価を落とすので、経験のないこと、

難しそうなことへの挑戦は避ける。 

新しいことへの 

挑戦 

失敗を恐れずに、必要なことなら、未知の分野、困

難な課題でも積極的に挑戦する。 

自ら「自分の仕事を増やそう」とはしない。 

できるだけ「目標は低く」しようする。 

高い目標への 

挑戦 

自分のためにあえて困難なことにも挑戦する。 

できるだけ「目標を高く」する。 

取り組む前から「出来るわけがない」と思い込む。 

だから、絶対に自分では取り組まない。 

困難な課題 「できるかどうか」はやってみなければ分からない 

だから、どんなことでも、まず取り組んでみる。 

自分からは提案しない。「上司の決定に従うほうが楽」

と考える。決まったことには反論しない。 

新分野の開拓 自分から提案する。「自分の意見を反映させよう」

と考える。間違った決定には徹底的に反論する。 

組織に対する依存心が強いので会社にしがみつく。 

仕事上で困ったときはいつも上司に依存する。 

依存心／自立心 自立心が強いので会社に依存しようとは思わない。 

上司を動かすことはあっても依存はしない。 

「生活の安定」を最優先する。そのためにも安定した

勤務先、楽に儲かりそうな商売に惹かれる。 

生活／人生 「人生の充実」を最優先する。そのために面白そう

な仕事、やり甲斐のある事業に惹かれる。 

「志」は低い。（自分のことだけ、目先のことだけ） 低い志／高い志 「志」は高い。（社会全体、遠い将来も視野に） 

責任を負わされることには手を出さない。（避ける） 

だから起業しようとは思わない。思ってもできない。 

回避／挑戦 責任を負わされることになっても挑戦する。 

だから迷わずに起業する。成功するまで諦めない。 


